
水
みず

のさと かながわ「子
こ

ども親水
しんすい

啓発
けいはつ

事
じ

業
ぎょう

」 

 

 

  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このリーフレットでは、県
けん

内
ない

各
かく

地
ち

の小
しょう

・中
ちゅう

学校
がっこう

における川
かわ

や池
いけ

、水
みず

を題材
だいざい

にした学習
がくしゅう

の実践例
じっせんれい

を

紹
しょう

介
かい

しています。川や池には多
おお

くの生
い

き物
もの

が生活
せいかつ

し、それらは私
わたし

たちの生活を豊
ゆた

かにするととも

に、潤
うるお

いを与
あた

えてくれています。学校や地域
ち い き

での自然
し ぜ ん

の観察
かんさつ

や生き物の飼育
し い く

などを通
とお

して、生き物の

誕生
たんじょう

や成長
せいちょう

、生命
せいめい

の大切
たいせつ

さについて学
まな

んでいきましょう。 

 また、自然の仕組
し く

みの素晴
す ば

らしさを知るとともに、私たちのいのちの 源
みなもと

である、水について調
しら

べ

たり、限
かぎ

りある水資源
し げ ん

を大切に守
まも

っていくことについて考
かんが

えたりしていきましょう。 

 

            ４年生
ねんせい

の社
しゃ

会
かい

科
か

では、生活に欠
か

かすことのできない水について学習 

を行
おこな

いました。一日
いちにち

にどれくらい水を使
し

用
よう

しているのか、その水は 

どこからきているのか、使
つか

った水はどうなるのかを調べた後
あと

、実際
じっさい

に 

浄
じょう

水
すい

場
じょう

、下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

へ見学
けんがく

に行
い

きました。「無
む

駄
だ

使
づか

いしないよう

にしたい」、「蛇口
じゃぐち

までの大変
たいへん

さがよく分かった」などの感想があ

り、実際に 働
はたら

いている人の「大変さ」や「思
おも

い」を聞
き

くことで、水

の大切さを学ぶことができました。  （小
お

田
だ

原
わら

市
し

立
りつ

下中
しもなか

小学校
しょうがっこう

） 

くらしをささえる水 

 

 

浄水場見学をきっかけに、環
かん

境
きょう

学習の一環
いっかん

として、４年生全員
ぜんいん

で「下
げ

水
すい

道
どう

ポスター」に取
と

り組
く

むことにしました。ポスター制作
せいさく

にあたっては、児
じ

童
どう

が「 美
うつく

しい水」を保
たも

つための工
く

夫
ふう

や、日常生活において 注
ちゅう

意
い

していきたい点
てん

等
など

について考えることを通して、「水」に対
たい

する

関心
かんしん

を引
ひ

き出
だ

すとともに、ポスター制作への意
い

欲
よく

を高
たか

められるように努
つと

めました。児童一人
ひ と り

ひ

とりが、意
い

欲
よく

的
てき

にポスター制作に取り組み、最
さい

後
ご

まで丁寧
ていねい

に仕
し

上
あげ

げることができました。                                       

（茅
ち

ヶ
が

崎
さき

市
し

立
りつ

浜
はま

須
す

賀
か

小学校
しょうがっこう

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下
げ

水
すい

道
どう

ポスター 

    
 

～みんなの手で、かながわの水を守り、育て、つなげよう～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年
まいとし

４、５、６年生
ねんせい

が下山川について 考
かんが

えることで、環
かん

境
きょう

学
がく

習
しゅう

が深
ふか

まってきています。

４年生は、本校
ほんこう

の近
ちか

くの下山川に濁
にご

った排水
はいすい

が流
なが

れ込
こ

んでいるのを見
み

てから、自
じ

分
ぶん

の家
いえ

の排水

の仕
し

方
かた

を調
しら

べました。排水は浄
じょう

化
か

槽
そう

を通
とお

って下山川に流れ込むか、バキュームカーで運
はこ

ばれ

ています。町
まち

の浄
じょう

化
か

センターを見学
けんがく

して、人間
にんげん

の生活
せいかつ

が地
ち

球
きゅう

上
じょう

 

の水
みず

を汚
よご

していることがわかり、下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

の大切
たいせつ

さを知りました。 

そして、学校
がっこう

や家庭
か て い

での生活の仕方を見
み

直
なお

し、新聞
しんぶん

をつくりました。 

５年生は下山川中
ちゅう

流
りゅう

で生
い

き物
もの

調
ちょう

査
さ

を行
おこな

いました。指標生物と 

照
て

らし合わせてみると、きれいな水に棲息
せいそく

するヨコエビ等
など

の生き物 

と、汚れた水に棲息するアカムシ等の生き物がいることがわかりま 

した。また、他
ほか

の地域では見られなくなったマシジミがいることもわ

かりました。そして、下山川の環境を守
まも

っていかなくてはいけないと

いう思
おも

いが強
つよ

まり、自
じ

分
ぶん

たちの生活を見直すきっかけになりました。 

６年生は下山川中流と上 流
じょうりゅう

で水質
すいしつ

調査を行いました。中流では生

活排水に含
ふく

まれるアンモニウムや洗剤
せんざい

等が流れ込んでいることや、上

流の水はきれいであることがわかりました。人間
にんげん

の生活が川の水を汚

していることを目
ま

の当
あ

たりにしたことをきっかけに、地球規模
き ぼ

の環境

問題について考えを深
ふか

めていきました。（葉
は

山
やま

町
ちょう

立
りつ

上
かみ

山口
やまぐち

小
しょう

学
がっ

校
こう

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下山川
しもやまがわ

の水
すい

質
しつ

調
ちょう

査
さ

と生活
せいかつ

 

 

 

地区
ち く

の生活環境 協
きょう

議
ぎ

会
かい

行う河
か

川
せん

浄化運動
うんどう

に参
さん

加
か

し、講
こう

師
し

から引
ひき

地
じ

川
がわ

とその 周
しゅう

辺
へん

の歴
れき

史
し

についてや、「高
こう

名
めい

橋
ばし

」の由
ゆ

来
らい

についての説
せつ

明
めい

を受
う

けました。次に、川
かわ

に住
す

む生き物についての紹介
しょうかい

がありました。アユ

やカワセミが見られるようになった川は、以
い

前
ぜん

よりもきれいになってい

るということでした。その後、引地川のCOD（化学的
かがくてき

酸
さん

素
そ

要
よう

求
きゅう

量
りょう

）に

ついてパックテストを使
つか

って調べ、川の水は予
よ

想
そう

以
い

上
じょう

にきれいだとい

うことがわかりました。          （藤
ふじ

沢
さわ

市
し

立
りつ

明
めい

治
じ

小
しょう

学
がっ

校
こう

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
パックテストで水質検査 

水
みず

辺
べ

に親
した

しむ会
かい

 

 

４年生は、ふじさわの 昔
むかし

のまちづくりについて学習します。学
がっ

区
く

内
ない

にあり、遠足
えんそく

でも通る

引地川の開発
かいはつ

について学習しました。古
ふる

くからある大
おお

庭
ば

地区
ち く

の水
すい

田
でん

の特
とく

徴
ちょう

について資
し

料
りょう

集
しゅう

から知
し

り、用
よう

水
すい

路
ろ

や排水のしくみなど、引地川とのかかわりについて理
り

解
かい

を深めました。ま

た、約
やく

100年
ねん

前
まえ

に川の流れを大
おお

きく変
か

えたことを資料から読
よ

み取
と

り、当
とう

時
じ

の人々
ひとびと

の苦
く

労
ろう

につい

て考えました。子どもたちは、田
た

んぼや畑
はたけ

が多
おお

い当時の地図
ち ず

を見て、「田を耕
たがや

す」「水路を

つくる」「川にていぼうをつくる」など、昔
むかし

のまちづくりがどのようなものであったのかを

イメージすることができるようになりました。         （藤
ふじ

沢
さわ

市
し

立
りつ

本
ほん

町
ちょう

小
しょう

学
がっ

校
こう

） 

 

 

 

 

 

引地川の開発
かいはつ

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本
ほん

校
こう

はISS（インターナショナル・セーフ・スクール）の認
にん

証
しょう

校
こう

と 

して、安心・安
あん

全
ぜん

な学校作りを目
め

指
ざ

してきました。そのなかで、「自
し

 

然
ぜん

や生きものの命
いのち

を大切
たいせつ

にする子
こ

の育
いく

成
せい

」の実
じっ

践
せん

の場
ば

としてビオトー 

プを活用しています。2014年
ねん

度
ど

児
じ

童
どう

会
かい

活
かつ

動
どう

に環境委
い

員
いん

会
かい

を新
しん

設
せつ

し、ビ 

オトープの管
かん

理
り

をしています。植
しょく

生
せい

が豊
ゆた

かになっていく一
いっ

方
ぽう

で、外
がい

来
らい

 

種
しゅ

であるザリガニが大
たい

量
りょう

に発
はっ

生
せい

し、駆
く

除
じょ

すべきかどうかの意
い

見
けん

が対
たい

立
りつ

 

しました。現
げん

在
ざい

は捕
ほ

獲
かく

したザリガニをISSギャラリーで飼
し

育
いく

し、“ザリガニパーク”として児童

の憩
いこ

いの場
ば

となっています。委員会による広
こう

報
ほう

活動として、低
てい

学
がく

年
ねん

にビオトープの使
つか

い方
かた

や観

察の仕方などを教
おし

える「ビオトープツアー」や、よりビオトープに親
した

しんでもらうための「ビ

オトープスタンプラリー」などを行
おこな

っています。        （厚
あつ

木
ぎ

市
し

立
りつ

清
し

水
みず

小学校
しょうがっこう

） 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビオトープを通
つう

じた安
あん

心
しん

な学校作り  

 

 

３年生の社
しゃ

会
かい

科
か

で地
ち

域
いき

学習をしているとき、学校から川がはじ 

まることに気がつきました。学校にある“御
ご

所
しょ

見
み

村
むら

の地図”から 

川の上
うえ

に学校が建
た

てられたことがわかりました。それをきっかけ 

に、川について調べ、地域とどのような関
かか

わりがあるのか、どの 

ような役割
やくわり

があるのかを学習しました。中里小学区は農
のう

業
ぎょう

がと

ても盛
さか

んで川
かわ

沿
ぞい

いには田んぼが多くあります。川が畑や園
えん

芸
げい

の栽
さい

培
ばい

にも大
おお

きくつながっている

ことに気づき、川と農業との関わりを深く学ぶことができました。（藤
ふじ

沢
さわ

市
し

立
りつ

中
なか

里
さと

小
しょう

学
がっ

校
こう

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中里
なかさと

小
しょう

の地下
ち か

を流れる川 

 

「藤沢メダカの会」の地域ボランティアの方
かた

のご協
きょう

力
りょく

を受け、校
こう

内
ない

の

池
いけ

に藤沢メダカを放
はな

し、育
そだ

てています。その池には絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

種のデンジソ

ウも繁
はん

殖
しょく

しています。また、春にはヤゴやカエルの卵
たまご

なども見られ、ビ

オトープのようになっています。５年生の理科のメダカの観
かん

察
さつ

の単
たん

元
げん

で

は、「藤沢メダカの会」の方による特
とく

別
べつ

授
じゅ

業
ぎょう

を毎年
まいとし

のように行っていま

す。子どもたちは池を覗
のぞ

き込
こ

んでは楽
たの

しんでいます。 

                    （藤
ふじ

沢
さわ

市
し

立
りつ

片
かた

瀬
せ

小
しょう

学
がっ

校
こう

） 

 

藤沢メダカとデンジソウ 

 

１年生の理科
り か

の授業で、中
なか

庭
にわ

にあるビオトープの水を採
さい

取
しゅ

し、 

顕
けん

微
び

鏡
きょう

でその中にいる微小
びしょう

な生物を観察しました。小
ちい

さなビ 

オトープの中にも、様
さま

々
ざま

な生物が生
せい

息
そく

していることを学ぶ学習 

を通
とお

して、川や池などの自然環境を大
たい

切
せつ

にする意
い

識
しき

の醸
じょう

成
せい

を 

図
はか

ることができました。    （茅
ち

ヶ
が

崎
さき

市
し

立
りつ

赤
あか

羽
ば

根
ね

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

） 

 

 

 

 

ビオトープでみられる微
び

小
しょう

な生物 

 

校内の池 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
こ

年
とし

は、校内でメダカ・金魚・ヌマエビ・ネオンテトラ・鮭
さけ

の卵等
など

を       

育てています。特
とく

に鮭の卵については、卵から孵化する様子がわかるよ 

うに、コメントをつけて目
め

立
だ

つようにしています。餌の与え方や掃除の 

やり方等、緑
りょく

化
か

委員会の生
せい

徒
と

たちを中
ちゅう

心
しん

に行
おこな

っています。季
き

節
せつ

によっ 

て餌を食
た

べる量
りょう

が変
か

わるので、餌の種
しゅ

類
るい

と量の調
ちょう

節
せつ

も行っています。 

生
せい

徒
と

たちの観
かん

察
さつ

により、餌の量の調節ができています。その結
けっ

果
か

昨
さく

年
ねん

よ 

りも生き物の種類を増
ふ

やすことに成
せい

功
こう

し、ネオンテトラと金魚のサイズ 

を大
おお

きくすることができました。    （海
え

老
び

名
な

市
し

立
りつ

海
かい

西
せい

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

） 

 

 

 

 

  

環
かん

境
きょう

委
い

員
いん

会
かい

の５、６年生
ねんせい

が校内水族館に展
てん

示
じ

されている生
い

き物
もの

の 

世
せ

話
わ

をしています。生
せい

態
たい

や、日
に

本
ほん

が原
げん

産
さん

である生き物の区
く

別
べつ

ができる 

ように、委員会の児
じ

童
どう

で手
て

分
わけ

けをして水
すい

槽
そう

の下
した

に次のような説
せつ

明
めい

文
ぶん

を 

つけました。「① 学
がっ

校
こう

周
しゅう

辺
へん

の河
か

川
せん

などに昔
むかし

から住
す

んでいる生き物 

（フナ、モツゴ、タモロコ、ドジョウ、オイカワ、黒
くろ

メダカ、川
かわ

エビ、ヨシノボリ、ハマガニ

等
など

）」、「② 外
がい

来
らい

種
しゅ

であるが今
いま

は日本の河川等にも住んでいる生き物（アメリカザリガニ、

タイリクバラタナゴ等）」、「③ 観
かん

賞
しょう

用
よう

に品
ひん

種
しゅ

改
かい

良
りょう

された生き物（金
きん

魚
ぎょ

、錦
にしき

鯉
ごい

、ヒメダ

カ）」、「④外
がい

国
こく

が原
げん

産
さん

である生き物（熱
ねっ

帯
たい

魚
ぎょ

等）」。昨年５月には錦鯉
にしきごい

が産
さん

卵
らん

し、孵化
ふ か

し

た稚
ち

魚
ぎょ

の成
せい

長
ちょう

の様
よう

子
す

を全
ぜん

校
こう

の児童に知
し

らせることができました。（伊
い

勢
せ

原
はら

市
し

立
りつ

石
いし

田
だ

小学校
しょうがっこう

） 

 

 

 

校
こう

内
ない

水
すい

族
ぞく

館
かん

 

校内で生き物の育
いく

成
せい

 

 

科
か

学
がく

部
ぶ

で、メダカの飼育をしています。毎
まい

年
とし

数
すう

名
めい

がメダカの責
せき

任
にん

者
しゃ

として、水槽の掃
そう

除
じ

・餌
えさ

やりをしています。春
はる

から夏
なつ

にかけて採
さい

卵
らん

をし、親
おや

と別
べつ

の水槽に移
うつ

して孵化させます。育
そだ

った

子
こ

メダカは学
がっ

級
きゅう

用
よう

に分
わ

けたり、部
ぶ

員
いん

が持
も

ち帰
かえ

って家
いえ

で飼
か

ったりします。飼
し

育
いく

にだいぶ慣
な

れて

きたので、「鎌
かま

倉
くら

メダカ」の飼育に挑
ちょう

戦
せん

したいと考
かんが

えています。（鎌
かま

倉
くら

市
し

立
りつ

深
ふか

沢
さわ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メダカの飼
し

育
いく

 

 

年
ねん

に一度
い ち ど

、海
かい

水
すい

浴
よく

が盛
さか

んになる夏
なつ

休
やす

み直
ちょく

前
ぜん

に、学校の前
まえ

に広
ひろ
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海岸の清掃活動
かつどう

に取り組んでいます。中学校内だけでなく、近
きん

接
せつ

する小学 

校や高
こう

等
とう

学校、さらには地
ち

域
いき

の 住
じゅう

民
みん

にも声
こえ

をかけて行っています。辻堂 

海岸を生
せい

活
かつ

圏
けん

にする人々
ひとびと

と協 力
きょうりょく

して清掃活動を行うことで、地域の環境 

資
し

源
げん

としての海
うみ

を守
まも

り、さらには郷
きょう

土
ど

愛
あい

を育
はぐく

むことにつながっています。 

（藤
ふじ

沢
さわ

市
し

立
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高
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浜
はま

中
ちゅう

学
がっ

校
こう
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生徒による海
かい

岸
がん

清
せい

掃
そう
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